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業績一覧
【著書】
千田睦美，蛎崎奈津子，菊池和子：石井トク，江守陽子，川口孝泰編，看護倫理　看護の本質を探究・
実践する，学研メディカル秀潤社．
福島裕子：石井トク，性犯罪・性被害　性犯罪規定の見直しに向けて　「災害時における女性の性的
被害」，尚学社．
菊池和子：正野逸子，本田彰子編著，関連図で理解する在宅看護過程，メヂカルフレンド社．
菊池和子：香春知永，齋藤やよい編集，基礎看護技術改訂版第２版，南江堂．
小嶋美沙子，千田睦美：日本老年行動科学会監修，高齢者のこころとからだ事典，中央法規．
似鳥徹：似鳥俊明編集，似鳥徹 他，CT and MRI Anatomy guided by 3D images，株式会社メディ
カル・サイエンス・インターナショナル．
佐藤史教：加藤恵里，出口三奈子，廣町佐智子，吉原素子，これだけ覚える　看護師国試　一般問題
15年版，成美堂出版．
高橋有里：三宅良彦監修，明石嘉浩，大宮一人，土田幸子編集，すべてがわかる循環器，照林社．
山内一史：日本医療情報学会医療情報技師育成部会出題委員，医療情報技師能力検定試験過去問題・
解答集〈2014〉，南江堂．
【論文】　
舘澤奈々美，アンガホッファ司寿子，蛎崎奈津子：看護系女子大学生の子宮頸がん検診受診を阻害す
る因子とその改善策，岩手看護学会誌，8（2），2014，33−43． 
遠藤良仁，三浦奈都子，千枝寛子，武田利明：看護学部における高機能患者シミュレータによるシミュ
レーション教育の試み，岩手県立大学看護学部紀要，16，2014，43−46．
平野昭彦，武田利明：吸引痰中に含まれる組織片の分析による気管粘膜損傷の推定方法に関する基礎
研究，形態・機能，12（2），69−74． 
横道紅子，蛎崎奈津子：公的臍帯血バンクが存在しない地域における臍帯血バンクに対する母親の認
識の実態，岩手看護学会誌，8（2），2014，24−32．
伊藤静香，蛎崎奈津子：周産期に子どもを亡くした経験をもつ母親の次子の育児の特徴―上子との育
児の違いを通して―，岩手看護学会誌，8（2），2014，11−23． 
Kazuyoshi Ishikawa，Tohru Nitatori，Chihoko Nakakarumai and Naoko Isobe：Clinical 
significance of serial quantitative measurement of hepatitis B surface antigen in patients with 
chronic hepatitis B who were treated with nucleoside analogs，岩手県立大学看護学部紀要16，
2014，1−9．
小笠原智恵子：地方の高校中退の若者におけるその後の生活への移行プロセス，日本精神衛生学会誌
こころの健康，金剛出版，29（1），2014，87−95．
葛西英子，荒井悦子，及川正広，三浦奈都子，武田利明：点滴漏れ時の院内ケアマニュアルの使用経
験，日本看護技術学会誌，13（3），2014，230−236．
及川正広，高橋有里，岩渕光子，武田利明：岩手県内への就職に関するニーズ調査，岩手県立大学看
護学部紀要，16，2014，47−50．
大久保牧子：養護教諭が行う個別的保健指導の指導過程の検討　―歯科保健指導の実践から―，岩手
公衆衛生学会誌，25（2），2014，15−23．
小澤尚子，原島利恵：手術室看護師が看護基礎教育で経験した手術室実習の思いと看護実践への影
響，日本手術看護学会誌，10（2），2014，232−237．
蘇武彩加，三浦まゆみ，蛎崎奈津子，平野昭彦，野口恭子，田口美喜子，渡辺幸枝：Ａ県内陸部在住
の所属施設を持たないベテラン看護職者が災害看護活動の場を開拓していくプロセスと活動を通し
ての思い，岩手看護学会誌，8（1），16−28． 
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Miyoko Suzuki： Interactive-care of Nursing to Support the Spirituality of Late-elderly at the 
Home，International Journal for Human Caring，18（3），2014．
田口美喜子，蘇武彩加，三浦まゆみ，平野昭彦，蛎崎奈津子，野口恭子：被災地で支援活動を行う保
健師の思いと活動の実際　岩手・宮城内陸地震の体験から，日本災害看護学会誌，16（2），2014，
36−45．
Shimizu Mami，Yasuda Hisafumi，Hara Kenta，Takahashi Kazuma，Nagata Masao，
Yokono Koich：The Dual Role of Scavenger Receptor Class A in Development of Diabetes in 
Autoimmune NOD Mice，PLoS One9（10），2014，e109531−e109531．
Kawasaki Eiji，Maruyama Taro，Imagawa Akihisa，Awata Takuya，Ikegami Hiroshi，Uchigata 
Yasuko，Osawa Haruhiko，Kawabata Yumiko，Kobayashi Tetsuro，Shimada Akira，Shimizu 
Ikki，Takahashi Kazuma，Nagata Masao，Makino Hideichi，Hanafusa Toshiaki：Diagnostic 
criteria for acute-onset type 1 diabetes mellitus（2012）：：Report of the Committee of Japan 
Diabetes Society on the Research of Fulminant and Acute-onset Type 1 Diabetes Mellitus，J 
Diabetes Investig，5（1），2014，115−118．
Ono Mitsutaka，Takebe Noriko，Oda Tomoyasu，Nakagawa Riyuki，Matsui Mizue，Sasai 
Takayoshi，Nagasawa Kan，Honma Hiroyuki，Kajiwara Takashi，Taneichi Haruhito，
Takahashi Yoshihiko，Takahashi Kazuma，Satoh Jotaka：Association of coronary artery 
calcification with MDA-LDL-C/LDL-C and urinary 8-isoprostane in Japanese patients with type 2 
diabetes，Intern Med，53（5），2014，391−396．
Oda T，Taneichi H，Takahashi K，Togashi H，Hangai M，Nakagawa R，Ono M，Matsui M，
Sasai T，Nagasawa K，Honma H，Kajiwara T，Takahashi Y，Takebe N，Ishigaki Y，Satoh 
J：Positive association of free triiodothyronine with pancreatic beta-cell function  in people with 
prediabetes，Diabet Med，2014．
高橋有里，及川正広，武田利明：持効性注射製剤の筋肉内注射による組織への影響に関する基礎的研
究，岩手県立大学看護学部紀要，16，2014，37−41．
高橋有里：皮下注射・筋肉内注射後の副反応に関する文献検討，岩手県立大学看護学部紀要，16，
2014，29−36．
高橋有里，菊池和子，三浦奈都子，石田陽子：BMIからアセスメントする筋肉内注射時の適切な注射
針刺入深度の検討，日本看護科学学会誌，34，36−45．
室岡陽子，武田利明：心臓血管外科手術患者の褥瘡予防のための局所除圧に関する実証的研究，岩手
看護学会誌，8（2），2014，3−10．
上林美保子，岸恵美子，佐藤眞理他：岩手県における東日本大震災時の母子保健活動の実態と課題，
岩手県立大学看護学部紀要，16，2014，19−28． 
Yoshie Yokoyama，Kayoko Hirano，Mari Sato， Akiko Abe，Mihoko Uebayashi，Emiko Kishi，
Mutsuko Sato，Yuuko Kuroda，Ikumi Nakaita，Fujio Fukushima：Activities and Health Status 
of Dispatched Public Health Nurses after the Great East Japan Earthquake，Public Health 
Nursing，31（6），537−544．
渡辺幸枝：認知症高齢者との関わりから引き起こされる看護師の感情に関する生きられた体験，岩手
看護学会誌，8（1），2014，3−14．
 
【報告書】
藤村史穂子，蘇武彩加：厚生労働省科学研究費補助金分担研究報告書（難病患者の災害時支援及び防
災対策に関する研究）．
藤村史穂子，蘇武彩加：難病患者等の震災後の日常生活状況と防災への意識に関するアンケート調査
報告書．
井上都之：「岩手県内における看護活動の充実と普及に関する研究」報告書．
蛎崎奈津子：岩手県災害看護ネットワーク協議会　10周年記念誌（編集委員）．
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蛎崎奈津子：平成25年度　岩手県立大学看護学部　東日本大震災復興支援活動報告書（編集委員）．
三浦まゆみ，上林美保子，工藤朋子，堀篭ちづ子，松川久美子，岩渕光子，田口美喜子，蘇武彩加，
藤村史穂子：平成25年度　保健師さんも学会へ参加してみようプロジェクト報告書．
【研究発表】
遠藤良仁：保健医療福祉系大学における教養教育の問題（5）−教養教育の専門性について考える−
報告２看護学の発展と教養教育，大学教育学会第36回大会．
遠藤良仁，伊藤收，渡辺幸枝，アンガホッファ司寿子：看護職向けコーチング・コンサルテーション
研修受講生の特徴と学習ニーズ，第40回日本看護研究学会学術集会．
遠藤良仁，伊藤收：研究成果活用の阻害要因の軽減に有効な院内研修は何か，第７回岩手看護学会学
術集会．
遠藤良仁，鈴木美代子，三浦奈都子，工藤真由美，千田睦美，相墨生恵，福島裕子，三浦まゆみ：大
学で実施した新人看護職員研修評価のための調査研究−１年後の教育担当者・研修責任者研修の教
育効果−，第34回日本看護科学学会学術集会．
Endo Yoshihito，Ito Osamu：Nursing administrators’ views of barriers to research utilization 
and the relationship to their educational levels in the Northeastern provinces of Japan，18th 
Integrating Sciences and Humanities in Doctoral Nursing Education．
藤村史穂子，蘇武彩加：岩手県における難病患者の震災後の状況と防災への意識，「難病と災害対策」
フォーラム．
藤村史穂子，蘇武彩加：難病患者の災害時支援及び防災対策に関する研究，第２回岩手県立大学研究
成果発表会．
藤村史穂子，蘇武彩加：岩手県の難病患者の災害時支援及び防災対策（第１報）−震災後の心身と生
活の変化−，第73回日本公衆衛生学会総会．
福島裕子：児童養護施設の思春期女子へ助産師が継続して行うリプロダクティブ・ヘルスケアの評価
−ケアを受けた女性の経験から−，第48回岩手県母性衛生学会学学術集会．
大沼幹，福島裕子：コンドーム使用依頼における女性の価値観，考えについて−ジェンダーバイアス
に焦点を当てて−，第48回岩手県母性衛生学会学学術集会．
佐々木千昭，福島裕子，多田まゆみ，田鎖とく子：児童養護施設の思春期女子を対象にした、助産師
による「女の子教室」継続の試み，第48回岩手県母性衛生学会学学術集会．
宇部純香，福島裕子：女子中学生が子宮頸癌ワクチン接種を“する”“しない”を決定するプロセス，
第33回日本思春期学会総会・学術集会．
福島裕子，水野仁子，木地谷祐子，アンガホッファ司寿子，蛎崎奈津子，野口恭子：被災地支援活動
を助産学・母性看護学教育や助産師継続教育につなげる取り組み，平成26年度岩手県立大学研究成
果発表会．
福島裕子：児童養護施設の思春期女子へ助産師が継続して行ったリプロダクティブ・ヘルスケアの質
的評価，第34回日本看護科学学会学術集会．
佐々木千昭，福島裕子，野口恭子，多田まゆみ，佐藤美代子，八重樫重子，田鎖とく子：母と娘が一
緒に受講する助産師による月経サロンの効果　−半年後の母親の認識から−，第55回日本母性衛生
学会学術集会．
樋口日出子，小笠原智恵子：精神科訪問看護実習における学びと課題，第24回日本看護学教育学術集
会．
前川由実子，平野昭彦：大学生の認知症高齢者に対する認識−Ａ大学の実態調査から−，岩手看護学
会第７回学術集会．
佐藤加奈子，平野昭彦：老老介護における主介護者の介護負担感とその要因，岩手看護学会第７回学
術集会．
平野昭彦，武田利明：気管吸引圧の安全性に関する臨床研究（第２報）−吸引痰中の組織片の分析に
基づく粘膜損傷の検討−，日本看護技術学会第13回学術集会．
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平野昭彦，武田利明：気管吸引圧の安全性に関する臨床研究（第１報）−３孔式カテーテルの孔に加
わる吸引圧の推定−，日本看護技術学会第13回学術集会．
井上都之，鈴木美代子，高橋有里，及川正広，平野昭彦，菊池和子：基礎看護学実習前の模擬患者活
用演習の効果，日本看護研究学会第40回学術集会．
Satoshi Inoue：Effect of psychological support  by a Volunteer Nursing Students Group for 
senior citizens living in temporary housing after the Great East Japan Earthquake，The 3rd 
International Conference of World Society of Disaster Nursing．
岩渕光子，及川千鶴枝，小野寺尚子，竹鼻朋，松本陽子，伊藤比奈子，赤石幸絵：地域における保健
師の保健活動指針の普及の実態，日本看護学会−ヘルスプロモーション−学術集会．
永井花林，木地谷祐子，福島裕子：東日本大震災当時妊娠期にあった女性が次子を妊娠・出産したと
きの体験，第49回岩手県母性衛生学会学術集会．
菊池和子：岩手県の訪問看護ステーションにおけるがん患者の在宅ターミナルケアの現状−2013年調
査より−，第28回日本がん看護学会学術集会．
小嶋美沙子，工藤朋子，千田睦美：高齢者の小規模事業所における訪問支援活動の効果，第18回日本
在宅ケア学会学術集会．
小嶋美沙子，千田睦美，工藤朋子：小規模高齢者施設に勤務する看護師の研修会への思いと訪問支援
活動の効果，日本老年看護学会第19回学術集会．
工藤真由美，千田睦美，相墨生恵，三浦まゆみ，福島裕子，遠藤良仁，鈴木美代子，三浦奈都子：大
学で実施した新人看護職員研修評価のための調査研究−１年後インタビューデータより−，第34回
日本看護科学学会学術集会．
平裕美， 工藤朋子：在宅移行期に病院との連携を強化するための訪問看護師の認識，第７回岩手看護
学会学術集会．
松川久美子，中板育美，古山綾子，岡田美保，大場エミ，吉田穂波，奥山智絵：災害後の子どものこ
ころのケアにおける保健師活動の特徴と課題，第73回日本公衆衛生学会総会．
松川久美子，中板育美，由井幸子，吉田穂波，奥山智絵：災害後の子どものこころのケアにおける保
健師活動の特徴と課題，ワークショップ−災害時における子どもの心のケアを考える−．
松川久美子：脳卒中等生活習慣病予防に向けた保健介入プログラムの開発，第２回岩手県立大学研究
成果発表会．
伊藤智子，三浦まゆみ：仮設住宅者への健康体操実践活動報告−生活不活発病チェックリストの結果
からみえてきたこと，日本災害看護学会．
三浦まゆみ，蛎崎奈津子，蘇武彩加，田口美喜子，平野昭彦，野口恭子，渡辺幸枝：勤務所属場所を
持たないベテラン看護師の復古域における被災地住民への健康支援活動，平成26年度岩手県立大学
研究成果発表会．
三浦まゆみ，蘇武彩加，田口美喜子，蛎崎奈津子，野口恭子，平野昭彦，渡辺幸枝：勤務所属施設を
もたないベテラン看護師の被災地住民への健康支援とそのプロセスに関する研究，平成26年度岩手
県立大学研究成果発表会．
三浦奈都子，遠藤良仁，鈴木美代子，工藤真由美，千田睦美，相墨生恵，福島裕子，三浦まゆみ：大
学で実施した新人看護職員研修評価のための調査研究−多施設合同新人研修の教育−，第34回日本
看護科学学会学術集会
三浦奈都子，及川正広，武田利明：ドキソルビシンの血管外漏出性皮膚傷害に対する効果的な罨法方
法の検討，第44回日本創傷治癒学会学術集会．
水野仁子，福島裕子：初産婦の妊娠期における健康行動を支えている認識−健康教室の参加者を対象
として−，第16回日本母性看護学会学術集会．
野口恭子，勝原裕美子他：災害支援ナースが直面した倫理課題に関する調査　第１報，日本看護倫理
学会第７回年次大会．
小笠原智恵子 ： 高校中退の理由と中退後の進路への影響要因，日本学校メンタルヘルス学会第17回
大会．
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及川正広，三浦奈都子，武田利明：抗がん剤漏出時における皮膚傷害に対するステロイド剤局所作用
の検討，日本看護研究学会第40回学術集会．
及川正広，武田利明，三浦奈都子：造影剤血管外漏出時に行なう罨法作用に対する実験的研究，コ・
メディカル形態機能学会第13回学術集会．
及川正広，三浦奈都子，武田利明：実験動物を用いての汚染された創傷部への洗浄効果に関する基礎
的研究，第16回日本褥瘡学会学術集会
及川正広，武田利明，三浦奈都子，高橋有里，平野昭彦：起壊死性抗がん剤の血管外漏出性皮膚傷害
に対する非侵襲的観察法の検討，第２回看護理工学会学術集会．
野里同，及川正広，武田利明他：皮膚の湿潤状態における圧力がスキンケア用品の浸軟予防に対する
撥水効果へ与える影響，日本創傷・オストミー・失禁管理学会第23回学術集会．
斉藤絢，及川正広，武田利明：汚染創部の皮膚洗浄剤を用いた洗浄に関する実験的研究，第７回岩手
看護学会学術集会．
湯澤卓哉，及川正広，武田利明：栄養状態を加味してのウサギ耳介を用いたズレによる血流動態と皮
膚の変化に関する研究，第７回岩手看護学会学術集会．
及川紳代，工藤朋子，伊藤奈央，竹内可愛，横浜優子，小澤尚子：岩手県内の看護職を対象とした
「ELNEC-J CQ」によるELNEC-J研修の評価，第７回岩手看護学会学術集会．
佐藤史教，樋口日出子，村松仁，小笠原智恵子：看護学生に対する認知行動療法に基づく精神看護学
実習オリエンテーションの不安軽減への効果，第34回日本看護科学学会学術集会．
村松仁，坂本祐子，佐藤史教，樋口日出子：精油芳香による鎮静・覚醒の効果に関する検討，第34回
日本看護科学学会学術集会．
蘇武彩加，藤村史穂子：岩手県の難病患者の災害時支援及び防災対策（第２報）−備えの状況と防災
意識−，第73回日本公衆衛生学会総会．
Nahoko OKAMOTO，Chieko GREINER，Godfred PAUL，Marcus SKINNER，Ayaka SOBU，
Shihoko FUJIMURA，Hidenori HASHI，Yoshiko TSUKADA，Hiroshi HIGASHIURA ：Post-
traumatic symptoms among elderly evacuees on the recovery stages following off the Great East 
Japan Earthquake，国際赤十字看護学会．
鈴木美代子，遠藤良仁，三浦奈都子，工藤真由美，千田睦美，相墨生恵，福島裕子，三浦まゆみ：新
人看護職員研修における実地指導者研修の教育効果−受講１年後の調査から得られた課題−，第34
回日本看護科学学会学術集会．
Miyoko SUZUKI：Interactive-care of Nursing to Support the Spirituality of Late-elderly at the 
Home，35th International Association for Human Caring Conference.
田口美喜子，蘇武彩加，三浦まゆみ，蛎崎奈津子，平野昭彦，野口恭子，渡辺幸枝：勤務所属施設を
持たないベテラン看護師の復興期における被災地住民への健康支援活動，日本災害看護学会第16回
年次大会．
松井瑞絵，高橋義彦，半谷真理，富樫弘文，大方香菜子，中川理友紀，小田知靖，小野光隆，笹井賢良，
長澤幹，本間博之，梶原隆，種市春仁，武部典子，高橋和眞，佐藤譲，石垣泰： DPP-4阻害薬の治
療効果に及ぼすIL-6遺伝子多型の影響，第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
武部典子，中野理恵子，半谷真理，大方香菜子，冨樫弘文，八代論，小田知靖，中川理友紀，松井瑞絵，
笹井賢良，長澤幹，本間博之，梶原隆，種市春仁，高橋義彦，高橋和眞， 石垣 泰：２型糖尿病患者
におけるインスリン離脱とその関連因子の解析，第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
小田知靖，種市春仁，冨樫弘文，半谷真理，大方香菜子，中川理友紀，松井 瑞絵，長澤幹，本間博之，
梶原隆，高橋義彦，武部典子，高橋和眞，佐藤譲，石垣泰：耐糖能異常者におけるトリヨードサイ
ロニンのインスリン分泌に及ぼす影響，第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
梶尾裕，中條大輔，安田和基，春日雅人，花房俊昭，今川彰久，池上博司，大澤春彦，川崎 英二，
粟田卓也，高橋和眞，小林哲郎，島田朗，安田尚史：日本人１型糖尿病の包括的データベースの構
築と臨床研究への展開（TIDE-J）（第２報），第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
高橋和眞，楢崎緑，箱崎絢香，佐々木幸子，武部典子，冨樫弘文，半谷真理，中野理恵子，大方香奈
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子，小田知晴，中川理友紀，松井瑞絵，長澤幹，本間博之，梶原隆，種市春仁，高橋義彦，佐藤譲，
石垣泰：２型糖尿病においてインスリン抗体はインスリン注射部位のlipoatrophyと関連する，第57
回日本糖尿病学会年次学術集会．
瀬川郁夫，高橋和眞，石垣泰，佐藤譲，引地勲，金子博純，金子能人，二宮一見，START-I研究会：
実臨床での２型糖尿病患者に対するシタグリプチン投与の有効性と安全性の検討　岩手県多施設共
同研究（START-I）第二報，第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
長澤幹，本間博之，半谷真理，冨樫弘文，大方香菜子，小田知靖，中川理友紀，松井瑞絵，梶原隆，
種市春仁，高橋義彦，武部典子，高橋和眞，石垣泰：α-GIの血糖変動に及ぼす影響の定量的評価，
第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
清水まみ，安田尚史，勝田敦美，高橋和眞，永田正男：Poly（I:C）投与１型糖尿病関連マウスにおけ
る糖尿病発症の検討，第57回日本糖尿病学会年次学術集会．
高橋和眞：Controversy カーボカウントの功罪　カーボカウントは有効か？　非の立場から，第57回
日本糖尿病学会年次学術集会．
Takahashi K，Hakozaki A，Narazaki M，Takebe N，Ishigaki Y：Insulin antibodies are associated 
with lipoatrophy in adults with type 2 diabetes mellitus，50th EASD Annual Meeting，Vienna，
Austria． 
高橋有里，及川正広，武田利明：看護師が経験している筋肉内注射部位の硬結の実態，第34回日本看
護科学学会学術集会．
武田利明，志渡晃一，林みゆき，樋口浩文他：第３回日本褥瘡学会実態調査報告（中間報告），第16
回日本褥瘡学会学術集会．
上林美保子，藤村史穂子，三浦まゆみ，工藤朋子，松川久美子，大久保牧子，岩渕光子，田口美喜子，
蘇武彩加：Ａ県における退院支援・調整に関わる臨床看護師の困難と課題，第73回日本公衆衛生学
会総会．
渡辺幸枝，千田睦美，小嶋美沙子：訪問看護ステーションおよび訪問看護事業部に勤務する看護師の
高齢者看護の必要性の認識と実施状況，第18回日本在宅ケア学会学術集会．
福島志穂，渡辺幸枝：在宅認知症高齢者に対して家族の主介護者が抱く感情−現在介護をしている主
介護者に焦点をあてて−，第７回岩手看護学会学術集会．
Kazushi Yamanouchi，Sachiko Shoubuzawa，Katsumasa Ota，Kyoko Ishigaki：Notable Key 
Words in the Nursing Informatics Curriculum for Japanese Nurse Administrators，Nursing 
Informatics2014．
Sachiko Shoubuzawa，Kazushi Yamanouchi：Review of Information Ethics Lectures for New 
Nursing Staff，Nursing Informatics2014．
阿部幸子，菖蒲澤幸子，高橋節子，井上祐子，山内一史：電子カルテ更新前後の看護業務内容の変化，
第15回日本医療情報学会看護学術大会．
阿部幸子，菖蒲澤幸子，高橋節子，井上祐子，山内一史：電子カルテ更新に伴う情報活用情報処理に
費やす看護業務時間の変化，第34回医療情報学連合大会．
【総説・解説記事・その他】
平野昭彦：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第２回）吸引による粘膜損傷は設定圧
で検討すべきか，それともカテーテル孔に加わる陰圧か？，看護技術，60（2），178−181．
井上都之：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第３回）手指衛生に関連したエビデン
ス，看護技術，60（3），284−287．
菊池和子：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第10回）患者と看護職者にとって安全
で安楽な車椅子移乗技術，看護技術，60（11），1116−1119．
三浦奈都子：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第７回）点滴漏れの予防と対処方法
に関する検討，看護技術，60（8），828−831．
及川正広，文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第９回）便秘に対して行なう腹部マッ
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サージのベストプラクティスとは，看護技術，60（10），1020−1023．
鈴木美代子：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第８回）罨法のケアを再考する：発
熱時のクーリングから，看護技術，60（9）．924−927．
高橋和眞：【糖尿病診療2014】食事療法　カーボカウント，診断と治療，1029号，1301-1305．
高橋有里：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第５回）筋肉内注射時の針の刺入深度，
角度はどれくらいが適切か？注射部位の検証を踏まえて，看護技術，60（6），632−635．
高橋有里：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第１回）誤嚥しにくい体位は，座位で
なくセミファウラー位？，看護技術，60（1），76-79．
武田利明：文献レビューによる看護ケアベストプラクティス（第４回）溶血・血尿を起こさずより安
全に浣腸を行なうためにはどのような手技が適切か，看護技術，60（4），381−383．
